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年次報告書 2017 年の「特許制度利用上位企業※の出願・審査関連情報（共同出願人を含む）」から編集。
特許査定件数（前置審査※ 1・審判段階含む）（２０１４- ２０１６年）：特許庁の審査部・審判部において特許と判断され
たものの合計。
最終特許率（前置審査・審判段階含む）（２０１４- ２０１６年）：２０１４- ２０１６年の各年において、特許庁でなされ
た審査段階における特許査定件数に加え、前置審査において特許査定された件数、および審判請求成立審決件数といった、
拒絶査定不服審判請求後に特許になったものの結果を反映させたもの。
２０１６年の最終特許率 ＝（２０１６年になされた特許査定件数（審査段階）＋２０１６年になされた前置特許査定件
数＋２０１６年になされた審判請求成立審決件数）／（２０１６年になされた特許査定件数（審査段階）＋２０１６年に
なされた拒絶査定件数＋２０１６年になされた審査着手後の取下・放棄件数＋２０１６年になされた前置特許査定件数＋
２０１６年になされた審判請求成立審決件数＋２０１６年になされた審判請求棄却件数＋２０１６年になされた審判段階で
の取下・放棄件数）  
備考・各企業のデータは、共同出願人となっているものも含めて暦年で計上している。 
　　・外国出願人において、複数の識別番号を有する場合、一つに束ねて計上している。 
　　・合併・分社等の後、名義変更がなされていない場合はデータに反映されていない。 
　　・昨年から今年にかけての合併・分社等による名義変更により、昨年公表した出願件数等の数字と異なる部分がある。 
　　・企業名の後の [ ]（カッコ）内のアルファベットは WIPO 標準 ST.3 における国コードを表す。 
　　・２０１７年４月データ取得。

2017年における特許登録率上位 30位
出願人 最終特許率（％）

（前置審査・審判段階含む）
2015 年特許出願件数
（参考として）

特許査定件数（件）
（前置審査・審判段階含む）

1 井関農機株式会社 100.0 370 235

2 京セラドキュメントソリューションズ
株式会社 95.9 1,942 1,414

3 大王製紙株式会社 95.7 226 334
4 リンナイ株式会社 95.0 194 249
5 マツダ株式会社 94.9 758 844
6 ユニ・チャーム株式会社 94.8 271 405

7 キヤノンマーケティングジャパン
株式会社 94.5 353 239

8 トヨタ紡織株式会社 91.9 403 295
9 本田技研工業株式会社 91.8 1,867 2,244
10 株式会社サンセイアールアンドディ 91.4 418 363
11 株式会社ニューギン 91.1 406 432
12 富士重工業株式会社 91.1 608 449
13 大成建設株式会社 90.1 285 227
14 中国電力株式会社 90.1 512 453
15 三菱日立パワーシステムズ株式会社 89.5 364 411
16 スズキ株式会社 89.3 578 409
17 キヤノン株式会社 89.2 7,723 4,192
18 オリンパス株式会社 89.2 1,471 1,441
19 ＴＯＴＯ株式会社 89.0 476 309

20
パナソニック　インテレクチュアル　
プロパティ　コーポレーション　オブ
アメリカ [US]

89.0 305 203

21 富士機械製造株式会社 88.9 329 249

22 株式会社ユニバーサルエンターテインメント 88.7 793 544

23 株式会社ＳＣＲＥＥＮホールディングス 88.7 375 227

24 鹿島建設株式会社 88.5 241 208
25 株式会社吉野工業所 88.4 340 425
26 パナソニック株式会社 88.4 319 228
27 日立建機株式会社 88.2 258 254
28 ブラザー工業株式会社 88.2 1,329 1,490
29 株式会社平和 88.1 466 467
30 ダイハツ工業株式会社 87.6 463 345

　
（
独
）
工
業
所
有
権
情
報
・

研
修
館
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
）
は
、

７
月
31
日
、大
阪
駅
前
の「
グ

ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
に
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
近
畿
統
括
本
部

（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ-

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｉ
）
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ-

Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
近
畿
７
府
県
に

所
在
す
る
中
堅
・
中
小
企
業
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
の
皆
さ

ま
の
事
業
成
長
に
役
立
つ
知

的
財
産
の
保
護
・
活
用
に
対

す
る
支
援
を
主
な
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
第

１
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
有
力
な

武
器
で
あ
る
知
財
の
活
用
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
民
間
企
業
で
の

豊
富
な
経
験
と
実
践
に
お
け

る
生
の
感
覚
を
持
つ
「
知
財

戦
略
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
配

置
し
、
知
財
を
活
用
し
た
海

外
展
開
や
営
業
秘
密
管
理
、

知
財
戦
略
の
策
定
・
推
進
な

ど
高
度
な
企
業
支
援
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
第
２
は
、
出

張
面
接
審
査
・
テ
レ
ビ
面
接

審
査
の
機
会
の
提
供
で
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
立
地
の
利
便
性

を
活
か
し
、
多
く
の
出
願
人

の
皆
さ
ま
に
面
接
審
査
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
環
境
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

許
庁
の
審
査
官
が
使
用
す
る

機
器
と
ほ
ぼ
同
等
の
機
能
を

持
つ
「
高
度
検
索
用
端
末
」

を
設
置
し
、
高
度
な
公
報
等

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
第
３
は
、
自

治
体
や
経
済
団
体
、
支
援
機

関
な
ど
地
域
関
係
機
関
と
の

協
働
で
す
。本
年
10
月
に
は
、

関
係
機
関
の
協
力
を
得
て

「
ビ
ジ
ネ
ス
×
知
財
フ
ォ
ー

ラ
ム 

ｉ
ｎ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｉ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
事

業
の
様
々
な
シ
ー
ン
に
お
け

る
知
財
活
用
と
知
財
リ
ス
ク

低
減
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も

多
数
開
催
し
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ-

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

は
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
、
新
た
な
成
長
を

地
域
か
ら
生
み
出
す
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
知
財
活
用
の
支
援
拠
点

で
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ-

Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

昨
年
正
式
に
提
供
開
始
と

な
っ
た
特
許
の
検
索
結
果
を

自
動
分
類
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
／

Ｄ
Ａ
（
ハ
イ
パ
ッ
ト
デ
ィ

エ
ー
）」
の
新
機
能
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

従
来
は
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
／
Ｄ

Ａ
に
遷
移
す
る
と
、
Ｄ
Ａ
で

の
ク
ロ
ス
集
計
や
案
件
の
要

約
表
示
は
で
き
ま
し
た
が
、

Ｄ
Ａ
で
分
類
し
た
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
の
案
件
を
、
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ

Ｔ
で
一
件
表
示
に
よ
る
請
求

項
や
全
図
面
の
確
認
、
引
用

文
献
情
報
の
ツ
リ
ー
図
表

示
、
評
価
情
報
入
力
や
目
次

一
覧
で
の
一
括
評
価
入
力

が
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
利
用
者
の
熱
い
要
望
に

応
え
、
特
許
情
報
フ
ェ
ア
で

は
提
供
案
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｉ

で
の
評
価
付
与
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
サ
ー

バ
か
ら
各
種
デ
ー
タ
の
提
供

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

主
に
特
許
事
務
管
理
シ
ス
テ

ム
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
国

内
の
公
報
番
号
か
ら
公
報
Ｐ

Ｄ
Ｆ
の
表
示
や
、
経
過
情
報

と
連
携
し
た
入
力
の
チ
ェ
ッ

ク
、
導
入
時
の
デ
ー
タ
準
備

の
省
力
化
な
ど
に
注
力
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
今
回
海
外

の
デ
ー
タ
や
リ
ー
ガ
ル
ス
テ

イ
タ
ス
の
提
供
を
準
備
し
て

お
り
ま
す
。
自
動
更
新
の
み

な
ら
ず
、
手
入
力
と
デ
ー
タ

と
の
入
力
差
を
確
認
し
て
の

作
業
も
で
き
、
安
心
し
つ
つ

日
々
の
業
務
が
楽
に
な
る
こ

と
請
け
合
い
で
す
。

　

意
匠
を
対
象
に
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
更
に

細
分
化
し
内
容
を
充
実
い
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
商
標
が

加
わ
り
、
４
法
の
対
応
が
可

能
で
す
。
教
育
ご
担
当
者
に

は
必
見
の
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、
問
い
合
わ

せ
の
多
い
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
構
想
を
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。
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小
浜
の
秋
は
、
若
狭
地
方

最
大
の
秋
祭
り
、
放
生
祭
の

練
習
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

夕
方
、
ヒ
グ
ラ
シ
の
か
な

か
な
と
鈴
虫
や
鉦
叩
き
、
馬

追
い
の
演
奏
会
が
始
ま
る
こ

ろ
、
旧
小
浜
市
街
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
笛
や
太
鼓
の
音
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

放
生
祭
は「
神
興
」「
山
車
」

「
神
楽
」「
大
太
鼓
」「
獅
子
」

と
、
５
種
類
の
異
な
る
演
し

物
が
24
の
区
に
分
別
さ
れ
、

１
年
お
き
に
12
区
が
出
番
と

な
り
ま
す
。
今
年
は
私
の
住

む
区
は
出
番
、
祭
り
の
二
日

間
、
朝
８
時
か
ら
夜
９
時
ご

ろ
ま
で
、
出
番
12
区
の
勇
壮

な
山
車
、
大
太
鼓
な
ど
が
市

街
を
練
り
歩
き
ま
す
。
完
全

な
る
市
民
参
加
、
変
化
に
富

ん
で
い
て
と
て
も
楽
し
い
で

す
よ
～
。

　

サ
ー
チ
ャ
ー
の
皆
様
は
、

仕
事
の
進
め
方
に
困
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
こ
の
調
査
は
重
要
度
が
高

い
し
時
間
が
か
か
る
、
あ
の

調
査
は
短
時
間
で
で
き
る
け

ど
、
着
手
は
後
回
し
で
・・・
」

な
ど
考
え
て
い
る
と
、「
す

ぐ
に
調
べ
て
！
」
と
案
件
が

届
い
た
り
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
よ

う
に
も
、
次
々
と
く
る
仕
事

に
日
々
塗
り
替
え
ら
れ
、
振

り
回
さ
れ
ま
す
よ
ね
。

　

私
も
毎
日
が
お
祭
り
で
戦

場
の
よ
う
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
で
し
た
が
、
自
分
の
物

差
し
が
あ
る
こ
と
で
何
と
か

や
り
遂
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
物
差
し
、
モ
ノ
こ
と

の
優
先
順
位
と
で
も
申
し
ま

し
ょ
う
か
。
こ
の
物
差
し
が

あ
る
と
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

気
味
な
業
務
を
上
手
く
ま
わ

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

つ
い
先
日
、
行
政
の
委
員

会
で
、
こ
の
物
差
し
が
役
立

つ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
東
か
ら
こ
ち
ら
へ
引
っ

越
す
と
き
、
使
っ
て
い
た
浄

水
器
を
持
っ
て
来
た
の
で
す

が
、
業
者
さ
ん
に
「
小
浜
に

は
浄
水
器
、要
り
ま
せ
ん
よ
」

と
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
小
浜
市
の
水
道

水
は
１
０
０
％
湧
水
で
賄
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

昨
年
、
市
内
に
た
く
さ
ん

あ
る
湧
水
ポ
イ
ン
ト
の
保
全

と
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
す

る
委
員
会
が
発
足
さ
れ
、
市

民
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
専
門
家
と
し

て
地
下
水
調
査
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
や
大
学
教
授
、
事
業
者

と
し
て
森
林
組
合
や
漁
業
協

同
組
合
、
市
民
で
構
成
さ
れ
、

事
務
局
は
行
政
が
取
り
ま
と

め
ま
す
。

　

梅
雨
の
こ
ろ
、
第
一
回
の

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
事
務
局
が
委
員
会
を
設

置
し
た
目
的
を
説
明
し
、
各

委
員
が
自
己
紹
介
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
会
議
の
参

加
人
数
は
20
人
あ
ま
り
、
自

己
紹
介
一
人
３
分
で
一
時
間
、

と
計
算
し
た
私
は
「
名
前
と

せ
い
ぜ
い
一
言
程
度
か
な
」

と
思
い
ま
し
た
。

「
○
○
大
学
地
球
環
境
研
究

所
の
Ｔ
で
す
。
ゼ
ミ
で
小
浜

市
の
湧
水
を
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」
一
同
お
辞
儀
、

で
次
の
人
、「
○
○
の
Ｍ
で

す
。
平
成
25
年
度
か
ら
市
が

や
っ
て
い
た
小
浜
平
野
地
下

水
調
査
の
開
示
は
ど
う
な
っ

て
い
る
ん
だ
。
○
○
の
数
字

は
ど
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
検

証
で
き
る
の
か
教
え
て
ほ
し

い
。
そ
も
そ
も
こ
の
委
員
会

で
な
に
が
解
決
で
き
る
ん

だ
！
」
と
市
政
へ
の
ご
意
見

が
。
さ
す
が
に
こ
れ
で
は
先

に
進
ま
ず
、
事
務
局
が
「
そ

の
話
は
あ
と
で
お
願
い
し

ま
す
。」
と
中
断
。
そ
し
て

次
の
人
、「
○
○
の
Ｈ
で
す
。

湧
水
に
つ
い
て
は
過
去
に
富

山
県
Ｋ
市
の
水
質
調
査
に
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｋ
市
は

小
浜
市
と
ち
が
っ
て
水
質
も

硬
質
・
水
量
も
△
倍
、
水
源

に
つ
い
て
は
・
・
・
」
と
ご

自
身
の
知
識
を
存
分
に
披
露

し
て
い
た
だ
き
、
委
員
全
員

の
自
己
紹
介
が
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
終
了
時
刻
30
分
前
。

　

残
り
30
分
で
、
委
員
長
と

年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

り
ゃ
大
変
だ
～
と
先
が
思
い

や
ら
れ
ま
し
た
（
苦
笑
）。

　

で
は
、
そ
こ
で
私
は
何
を

し
た
の
か
？

　

こ
れ
っ
て
、
通
常
の
仕
事

の
進
め
方
の
ほ
か
、
調
査
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
な
ど
に

も
使
え
る
話
で
、
い
ろ
い
ろ

な
エ
ッ
セ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

前
半
・
後
半
で
の
二
回
で
書

き
き
れ
る
の
か
、
し
ば
し
検

討
い
た
し
ま
す
。

　

次
回
に
、
こ
の
続
き
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
ね
。

【
写
真
の
ご
紹
介
】

・
狛
犬
と
猫

　

放
生
祭
の
宮
入
で
あ
る
八

幡
神
社
大
鳥
居
前
の
狛
犬
に

近
所
の
猫
が
く
つ
ろ
い
で
い

ま
し
た
。

・
棒
振

　

放
生
祭
の
出
し
物
の
一
つ
、

大
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
迫

力
あ
る
演
舞
を
し
ま
す
。
祭

り
の
朝
、
こ
れ
か
ら
市
街
を

練
り
歩
き
に
行
く
と
こ
ろ
で

す
。

・
雲
浜
水

　

小
浜
漁
港
横
の
雲
城
公
園

内
に
自
噴
す
る
湧
き
水
で
環

境
省
が
選
定
す
る
平
成
の
名

水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
地
元
の
豆
腐
・
葛
ま
ん

じ
ゅ
う
を
は
じ
め
多
く
の
料

理
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
別
出
願
人
の
ラ
ン

キ
ン
グ
（
公
開
特
許
件
数
）、

日
本
企
業
を
対
象
に
し
た
ラ

ン
キ
ン
グ（
公
開
特
許
件
数
）

や
、
公
開
件
数
上
位
の
日
本

企
業
が
依
頼
し
て
い
る
中
国

特
許
事
務
所
の
割
合
等
、
有

用
な
情
報
を
網
羅
。

　

本
年
は
、
裁
判
情
報
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
追
加
掲
載
。
Ｔ

Ｏ
Ｐ
１
０
０
事
務
所
別
の
訴

訟
件
数
一
覧
、
行
政
・
民
事

別
の
裁
判
件
数
・
勝
訴
件
数
・

日
本
企
業
代
理
件
数
等
。

編
集
発
行　

発
明
通
信
社

　
　
　
　

Ａ
４
判
４
３
１
頁

定
価　

２
０
０
０
０
円（
別
）

　

本
書
で
は
、
中
国
に
お
け

る
侵
害
事
件
の
平
均
賠
償
金

額
や
、
原
告
の
損
害
賠
償
請

求
を
全
額
支
持
し
た
割
合
、

原
告
敗
訴
の
原
因
、
原
告
が

外
国
人
で
あ
る
渉
外
事
件
数

な
ど
、
気
に
な
る
中
国
の

デ
ー
タ
集
計
を
分
析
し
ま
し

た
。

製
作　

Ｉ
Ｐ  

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
社

販
売　

発
明
通
信
社

　
　
　

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
判

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
29
頁

定
価　

２
０
０
０
０
円（
別
）

　

知
財
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

こ
の
業
界
に
20
年
以
上
い
る

著
者
が
事
例
も
挙
げ
、
分
か

り
や
す
く
解
説
。
こ
れ
か
ら

知
財
担
当
者
に
な
る
方
、
知

財
担
当
に
な
っ
た
が
知
財
業

務
の
進
め
方
が
よ
く
分
か
ら

な
い
と
い
う
方
に
は
必
見
。

こ
の
本
を
読
め
ば
、
苦
手
意

識
も
解
け
る
は
ず
。

著
者　

大
石
憲
一

　
　
　

Ａ
５
判
１
９
６
頁

発
行　

発
明
推
進
協
会

定
価　

１
９
０
０
円
（
込
）

　

技
術
的
な
営
業
秘
密
を
ノ

ウ
ハ
ウ
と
し
て
秘
匿
化
す
る

か
、
特
許
出
願
す
る
か
の
選

択
基
準
に
つ
い
て
解
説
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
選

択
を
適
切
に
行
う
た
め
の
シ

ス
テ
ム
（
社
内
体
制
）
を
社

内
に
構
築
す
る
方
法
に
つ
い

て
解
説
。
ノ
ウ
ハ
ウ
が
漏
洩

し
た
場
合
の
救
済
措
置
（
不

正
競
争
防
止
法
）
や
先
使
用

権
に
つ
い
て
も
掲
載
。

著
者　

高
橋
政
治

発
行　

経
済
産
業
調
査
会

　
　
　

Ａ
５
判
３
１
０
頁

定
価　

３
２
０
０
円
（
別
）

　

平
成
29
年
６
月
ま
で
特
許

庁
に
お
い
て
、
特
許
異
議
申

立
て
の
運
用
策
定
に
参
画
す

る
と
と
も
に
、
実
際
の
異
議

事
件
の
審
理
を
多
数
経
験
し

た
筆
者
が
、
弁
理
士
と
し
て

の
視
点
を
も
踏
ま
え
、
制
度
、

運
用
を
、
事
例
に
基
づ
き
解

説
。

著
者　

千
葉
成
就

発
行　

経
済
産
業
調
査
会

　
　
　

Ａ
５
判
５
１
０
頁

定
価　

５
０
０
０
円
（
別
）

　

特
許
検
索
競
技
大
会

２
０
１
６
で
出
題
さ
れ
た
試

験
問
題
及
び
そ
の
解
答
例
・

解
説
を
収
録
。
今
後
の
大
会

対
策
や
特
許
調
査
の
学
習
教

材
に
有
効
。

監
修　

特
許
検
索
競
技
大
会

実
行
委
員
会

発
行　

工
業
所
有
権
協
力
セ

ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

　

Ｂ
５
判　

１
２
９
頁

価
格　

１
０
０
０
円
（
別
）

　

１
９
７
６
年
の
発
刊
当
初

よ
り
、
我
が
国
の
知
的
財
産

に
関
す
る
論
説
、
判
決
、
法

令
並
び
に
そ
の
運
用
等
に
関

す
る
情
報
を
英
語
で
海
外
に

紹
介
し
、
我
が
国
の
知
的
財

産
制
度
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
発
行
。

編
集
・
発
行　

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ａ
４
判

定
価　

６
７
５
０
円
（
年
間

購
読
料
／
年
６
回
発
行
）（
込
）

Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
／
Ｄ
Ａ
の

こ
こ
が
好
評

　

現
在
の
導
入
状
況
は
大
半

が
企
業
の
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
／

Ｄ
Ａ
」。
利
用
場
面
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
検
索
し
た
母
集

合
の
傾
向
を
ク
ロ
ス
集
計
で

把
握
す
る
こ
と
や
、
カ
テ
ゴ

リ
で
の
新
規
語
発
掘
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｉ
へ
の
式
展
開
の
目
的
、

定
期
的
に
分
類
を
行
う
こ
と

で
埋
も
れ
て
い
た
観
点
の
発

掘
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
長
所
と
し
て
、
細

か
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
カ
テ

ゴ
リ
を
統
合
す
る
操
作
が
容

易
な
の
で
出
願
人
の
名
寄
せ

が
し
や
す
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　

概
念
検
索
の
よ
う
に
、

使
っ
た
事
例
も
届
い
て
い
ま

す
。検
索
式
を
複
数
作
成
し
、

結
果
を
全
て
Ｏ
Ｒ
で
繋
げ
、

母
集
合
を
作
成
し
ま
す
。
気

に
な
る
案
件
を
教
師
案
件
に

設
定
し
、
教
師
有
分
類
を
行

う
と
、
教
師
の
文
章
に
似
た

案
件
が
集
ま
り
、
類
似
し
た

案
件
が
発
見
で
き
た
そ
う
で

す
。

　

今
回
は
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
／
Ｄ

Ａ
を
更
に
輝
か
せ
る
、
カ
テ

ゴ
リ
操
作
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

カ
テ
ゴ
リ
の
基
本

　

カ
テ
ゴ
リ
と
は
、
Ｄ
Ａ
で

分
類
し
た
結
果
を
格
納
す
る

フ
ォ
ル
ダ
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
冒
頭
に
あ
る
と
お
り
分

類
し
た
特
徴
的
な
ワ
ー
ド
、

出
願
人
名
、
Ｆ
Ｉ
な
ど
が
カ

テ
ゴ
リ
名
と
な
り
、
分
類
結

果
を
操
作
す
る
の
に
利
用
さ

れ
ま
す
。

　

カ
テ
ゴ
リ
の
並
び
の
基
本

は
上
か
ら
出
現
回
数
が
多
い

順
で
す
が
、
案
件
数
に
集
約

す
る
と
少
し
上
下
げ
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

　

課
題
や
解
決
手
段
の
特
徴

的
な
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
の
並
び
を
整

理
す
る
だ
け
で
、
見
え
方
が

異
な
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば

材
料
や
構
造
、
製
造
法
、
取

り
付
け
の
改
善
、
回
路
の
開

発
、応
用
製
品
の
開
発
な
ど
、

カ
テ
ゴ
リ
を
要
素
毎
に
分
け

る
こ
と
で
、
内
容
は
伝
わ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
ク
ロ
ス

集
計
に
し
た
時
の
伝
わ
り
方

も
同
様
で
し
ょ
う
。

　

カ
テ
ゴ
リ
順
序
の
並
べ
替

え
は
、
マ
ウ
ス
で
移
動
す
る

案
件
を
左
ク
リ
ッ
ク
し
た
ま

ま
、
ド
ラ
ッ
グ
し
変
更
箇
所

で
放
し
「
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
の

上
（
も
し
く
は
下
）
へ
」
を

選
択
す
る
だ
け
。
簡
単
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

操
作
を
保
存
し
た
い
！

　

カ
テ
ゴ
リ
操
作
中
の
来

客
、
外
出
な
ど
で
席
を
外
す

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
慌
て
な
く
て
大

丈
夫
で
す
。
カ
テ
ゴ
リ
ツ

リ
ー
よ
り
「
一
次
保
存
」
を

押
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
で
、

次
回
ロ
グ
イ
ン
し
た
際
に
、

最
後
の
作
業
状
態
か
ら
再

開
が
で
き
ま
す
。（
一
次
保

存
を
押
し
た
時
か
ら
で
は
な

く
、
Ｄ
Ａ
を
作
成
し
た
時
点

か
ら
４
日
間
保
持
し
ま
す
）

　

ど
う
し
て
も
不
安
な
方

は
、
ピ
ン
ク
色
の
「
保
存
」

ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

カ
テ
ゴ
リ
を
テ
ン
プ
レ
ー
ト

と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と

し
て
保
存
す
れ
ば
、
同
じ
母

集
合
に
適
用
す
る
こ
と
で
、

い
つ
で
も
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
状

態
を
再
現
で
き
る
の
で
、
安

心
で
き
る
こ
と
間
違
い
な
し

で
す
。　

【
復
習
】
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
／
Ｄ
Ａ
っ
て
？

　

公
報
に
あ
る
要
約
中
の
課
題
と
解
決
手
段
か
ら
、

特
徴
的
な
単
語
で
あ
っ
と
い
う
間
に
分
類
、
出
願
人

や
Ｆ
Ｉ
等
の
書
誌
事
項
を
使
っ
た
分
類
も
実
施
し
、

２
軸
を
選
択
し
て
作
成
す
る
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
り
意

識
し
な
か
っ
た
課
題
や
解
決
手
段
を
浮
き
彫
り
に
す

る
、
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
の
時
短
ツ
ー
ル
で
す
。

カ
テ
ゴ
リ
の
操

作
、
僕
知
っ
て

統
合
は
、
ま
ず

く
っ
つ
け
た
い

る
よ
！

カ
テ
ゴ
リ
を
選
択
、
左
ク

リ
ッ
ク
し
た
ま
ま
、
集
め
る

カ
テ
ゴ
リ
ま
で
ド
ラ
ッ
グ
す

る
ん
だ
。
左
ク
リ
ッ
ク
を
放

す
時
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
で
る

か
ら
「
統
合
」
を
選
ぶ
と
一

つ
に
ま
と
ま
る
ん
だ
よ
ね
。

A

A
A

A

お
や
！
じ
ゃ
あ

統
合
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
る
か
な
？

そ
う
だ
よ
。
表
示
名

に
２
社
が
並
ぶ
か

ら
、
ま
と
め
た
雰
囲
気
も
分

か
り
や
す
い
ね
。

　

複
数
の
企
業
を
集
め
る

と
、
カ
テ
ゴ
リ
名
が
長
く

な
っ
て
ク
ロ
ス
集
計
が
美
し

く
な
い
の
で
、
カ
テ
ゴ
リ
名

を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
の
が

オ
ス
ス
メ
だ
よ
。
カ
テ
ゴ
リ

を
選
択
し
て
右
ク
リ
ッ
ク
。

「
設
定
」
を
選
択
し
、
表
示

名
を
短
く
す
る
と
画
面
の
カ

テ
ゴ
リ
名
が
コ
ン
パ
ク
ト
だ

ね
。

う
ー
ん
、
う
ー

ん
・
・
・

ど
う
し
た
ん
だ

い
？

Ｆ
Ｉ
が
思
っ
た

よ
り
多
く
て
、

50
個
確
認
し
た
い
の

だ
け
ど
、
カ
テ
ゴ
リ

は
ど
う
増
や
せ
ば
い
い
の
？

新
し
く
Ｆ
Ｉ
軸
を

作
っ
て
、
そ
こ
に

50
個
カ
テ
ゴ
リ
を
作
る
設
定

を
す
る
ん
だ
。
フ
ィ
ル
タ
を

「
真
」
で
、
カ
テ
ゴ
リ
を
新

し
く
作
っ
て
か
ら
、
カ
テ
ゴ

リ
の
自
動
生
成
（
属
性
に
よ

る
分
類
）
を
選
び
、頻
度
順
、

Ｆ
Ｉ
、
大
き
さ
（
小
さ
目
）

を
選
べ
ば
い
い
よ
。
カ
テ
ゴ

リ
は
50
個
で
。

　

フ
ィ
ル
タ
を
「
真
」
に
す

る
と
母
集
合
全
件
を
一
旦
カ

テ
ゴ
リ
に
収
納
し
て
、
そ
の

中
で
振
り
分
け
る
形
に
な
る

よ
。Ｉ
Ｐ
Ｃ
や
発
明
者
な
ど
、

新
し
い
軸
を
作
る
際
の
基
本

操
作
だ
ね
。

御食国から物申す
馬場　淳子

中
国
特
許
事
務
所
年
鑑

２
０
１
７

事
例
に
見
る
特
許
異
議

申
立
て
の
実
務

中
国
専
利
侵
害
損
害
賠
償

司
法
デ
ー
タ
分
析
報
告

（
２
０
１
３-

２
０
１
６
）

知
財
担
当
者
に
な
っ
た
ら

読
む
べ
き
本

特
許
検
索
競
技
大
会

過
去
問
２
０
１
６

Ａ
．
Ｉ
．
Ｐ
．
Ｐ
．
Ｉ
．

（
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）

ノ
ウ
ハ
ウ
秘
匿
と
特
許
出
願

の
選
択
基
準
お
よ
び
ノ
ウ
ハ

ウ
管
理
法 
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１
９
２
２
年
に
設
立
さ
れ

国
内
で
唯
一
の
知
的
財
産
学

部
（
２
０
０
３
年
開
設
）
を

持
つ
、
学
校
法
人
常
翔
学
園

大
阪
工
業
大
学
（
以
下
：
大

阪
工
業
大
学
）。

　

大
学
院
知
的
財
産
研
究

科
・
研
究
科
長
の
小
林
昭
寛

教
授
（
写
真
右
）、
知
的
財

産
学
部
・
学
部
長
の
林
茂
樹

教
授（
同
左
）に
お
話
を
伺
っ

た
。

　

大
阪
工
業
大
学
は
、
建
学

の
精
神
に
「
理
論
に
裏
づ
け

ら
れ
た
実
践
的
技
術
を
持
ち
、

現
場
で
活
躍
で
き
る
専
門
職

業
人
の
育
成
」
を
掲
げ
て
い

る
。

　

教
育
機
関
と
し
て
の
活
動

の
中
で
、
知
的
財
産
学
部
の

学
生
で
組
織
す
る
「
知
財
Ｐ

Ｒ
隊
」
と
い
う
課
外
活
動
が

あ
る
。

　

地
元
の
中
小
企
業
か
ら
の

相
談
を
受
け
て
、
技
術
や
デ

ザ
イ
ン
の
権
利
化
や
権
利
活

用
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
動

を
知
的
財
産
の
観
点
か
ら
支

援
し
て
い
る
。

　

10
名
か
ら
15
名
ほ
ど
の

チ
ー
ム
を
結
成
し
て
、
学
内

の
知
財
専
門
の
教
員
の
助
言

を
受
け
な
が
ら
、
企
業
担
当

者
と
会
議
を
重
ね
、
ビ
ジ
ネ

ス
展
示
会
へ
の
出
展
な
ど
、

企
業
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
実
践

的
な
学
び
を
積
み
な
が
ら
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
度
に
は
、
東

大
阪
の
企
業
が
初
め
て
自
社

製
品
と
し
て
開
発
し
た
「
イ

ク
メ
ン
商
品
」
の
権
利
化
お

よ
び
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
支

援
。
イ
ク
メ
ン
バ
ッ
ク
の
発

案
者
や
子
育
て
中
の
パ
パ
・

マ
マ
・
子
ど
も
た
ち
と
「
イ

ク
メ
ン
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
結
成
し
、
商
品
化

を
後
押
し
し
た
。

　

そ
の
活
動
が
「
社
会
人

基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
５
」
決
勝
大
会
で
準

大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
『
大
阪
欄
間
』
で
は
、
大

阪
の
伝
統
工
芸
と
知
的
財
産

を
組
み
合
わ
せ
、
大
阪
欄
間

を
彫
刻
す
る
技
術
者
の
高

齢
化
・
後
継
者
不

足
な
ど
の
課
題
や

２
０
０
６
年
に
取
得

し
た
地
域
団
体
商
標

の
活
用
方
法
の
課
題

を
調
査
、
提
案
し

た
。
知
財
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
し
て
、
ア
ジ

ア
圏
か
ら
輸
入
さ
れ

る
模
倣
品
の
排
除
と

品
質
の
維
持
な
ど
の

ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
提
案
し
て

い
る
。『
大
阪
欄
間
』

の
関
係
者
も
学
生
た

ち
と
活
動
を
共
に
し

て
、
新
鮮
な
ア
イ
デ

ア
を
も
ら
い
、
多
く
の
気
づ

き
が
有
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
学
生
時
代
に
地
元
社
会

と
密
着
し
た
活
動
を
す
る
事

で
、
地
元
意
識
が
高
ま
り
地

元
に
就
職
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
ま
る
の
も
特
徴
的

で
あ
る
。
過
去
の
活
動
テ
ー

マ
は
、
表
の
と
お
り
。

　

小
林
教
授
の
お
話
か
ら
は
、

大
阪
の
企
業
の
規
模
感
や
企

業
同
士
の
積
極
的
な
交
流
が

「
知
財
Ｐ
Ｒ
隊
」
の
活
動
と

　

９
月
下
旬
、
ア
イ
ビ
ー

リ
サ
ー
チ
株
式
会
社
の

藤
沢
氏
が
当
社
を
訪
れ

た
。
同
社
は
当
社
で
代
理

販
売
し
て
い
る
「
特
許
ス

ト
ー
リ
ー
」
の
作
成
企
業

で
藤
沢
氏
が
代
表
を
務
め

る
。
こ
の
「
特
許
ス
ト
ー

リ
ー
」、
明
細
書
の
作
成

支
援
ソ
フ
ト
で
様
々
な

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
販
売
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
中
で
も

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
版
が

今
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。

　

当
社
で
は
、
８
月
に

チ
ェ
ッ
カ
ー
版
を
メ
イ
ン

に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
チ
ェ
ッ
カ
ー
版
で
は

明
細
書
の
前
記
ミ
ス
や
従

属
ミ
ス
、
36
条
違
反
を
防

ぎ
、
入
力
間
違
い
に
素
早

く
気
づ
き
簡
単
に
修
正
さ

せ
て
く
れ
る
ソ
フ
ト
で
あ

り
、
特
許
ス
ト
ー
リ
ー
の

中
で
も
一
番
の
売
れ
筋
商

品
だ
。

　

対
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
版
を
要
約
す
る
と

「
思
考
を
妨
げ
ず
に
明
細

書
作
成
の
入
力
を
支
援
す

る
ソ
フ
ト
」で
あ
ろ
う
か
。

あ
ら
か
じ
め
既
存
文
書
や

図
面
を
登
録
し
て
お
き
、

明
細
書
を
作
成
す
る
際

に
、キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
、

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
中

か
ら
最
適
な
文
書
を
選
択

す
る
。
明
細
書
本
文
内
に

文
章
が
張
り
付
け
ら
れ
る

た
め
編
集
し
な
が
ら
作
成

が
で
き
る
。
特
に
、
本
文

か
ら
符
号
を
抽
出
し
、
今

回
の
作
成
に
合
わ
せ
て
一

括
で
更
新
を
行
う
機
能
を

使
っ
た
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

キ
ー
入
力
は
、
思
考
を
妨

げ
ず
に
文
書
の
作
成
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

ミ
ス
無
く
入
力
で
き
る
ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
出
来
上

が
り
と
な
る
。

　

実
は
、
明
細
書
作
成
支

援
ソ
フ
ト
、
も
う
一
つ
代

理
販
売
で
取
り
扱
い
が
あ

る
。
現
在
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

に
注
力
し
て
い
る
株
式
会

社
ア
イ
・
ア
ー
ル
・
デ
ィ
ー

の
「PatentGenerator

」

で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
明
細

書
の
約
50
％
を
自
動
生
成

す
る
と
い
う
ソ
フ
ト
で
、

作
成
す
る
こ
と
自
体
の
自

動
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

２
つ
の
ソ
フ
ト
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
明
細

書
作
成
の
効
率
が
飛
躍
的

に
上
昇
す
る
の
は
間
違
い

な
い
。
ど
ち
ら
も
、
当
社

か
ら
ト
ラ
イ
ア
ル
版
の
受

付
も
行
っ
て
い
る
。
興
味

を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
当

社
に
ご
一
報
を
！

マ
ッ
チ
し
て
成
果
を
あ
げ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
事

で
あ
る
。
知
的
財
産
実
務
の

教
育
で
最
も
重
要
な「
現
場
」

を
感
じ
る
こ
と
が
自
然
に
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
大
阪

工
業
大
学
な
ら
で
は
の
活
動

と
い
え
よ
う
。

　

産
学
連
携
の
面
か
ら
は
、

近
畿
経
済
産
業
局
の
「
近
畿

知
財
塾
」
へ
の
協
力
、
大

阪
商
工
会
議
所
と
連
携
し

て
「
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
た

め
の
知
的
財
産
入
門
セ
ミ

ナ
ー
」
を
実
施
、
大
阪
府
工

業
協
会
と
共
同
主
催
で
「
知

的
財
産
研
究
会
」
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
「
知
的
財
産

研
究
会
」
に
は
大
阪
工
業
大

学
の
大
学
院
生
も
参
加
し
て

い
る
。
他
に
も(

一
社)

大

阪
発
明
協
会
、(

一
社)

日

本
知
的
財
産
協
会
と
連
携
し
、

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
講
師
派

遣
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
国

際
交
流
活
動
と
し
て
、
海
外

か
ら
の
研
修
生
の
受
入
れ
を

積
極
的
に
行
い
、
２
０
１
０

年
以
来
、
夏
期
集
中
講
義
を

開
催
し
大
阪
工
業
大
学
の
学

生
や
地
域
の
社
会
人
だ
け
で

な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心

に
毎
年
30
～
50
人
以
上
の
外

国
人
短
期
留
学
生
に
対
し
、

日
米
欧
の
知
的
財
産
に
関
す

る
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
日
本
の
知
的
財
産
の
法
制

や
運
用
、
日
本
企
業
の
知
財

管
理
・
知
財
戦
略
な
ど
の
英

語
に
よ
る
授
業
は
ほ
か
に
例

を
見
な
い
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
に
は

外
部
機
関
と
協
力
し
て
国
内

の
社
会
人
に
対
し
、
知
的
財

産
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

を
教
え
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
を
開
設
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
数
千
人
の
視
聴
者

に
授
業
を
提
供
し
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
は
日
本
の
大

学
で
は
初
め
て
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の

研
修
生
受
入
事
業
に
参
画
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
績
か
ら

２
０
１
７
年
３
月
卒
の
学
部

系
統
別
の
「
実
就
職
率
ラ
ン

キ
ン
グ
：
サ
ン
デ
ー
毎
日
」

に
お
い
て
、
法
学
部
系
で
第

３
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
知
的
財
産

学
部
と
し
て
11
期
生
、
約

１
５
８
０
名
、
知
的
財
産
研

究
科
（
大
学
院
）
11
期
生
、

約
３
６
０
名
が
大
阪
工
業
大

学
で
学
び
巣
立
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
教
育
・
研
究
の
充

実
、
地
元
企
業
や
講
師
陣
、

学
生
と
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
近
い

将
来
、
大
阪
の
知
財
界
は
大

阪
工
業
大
学
の
卒
業
生
が
背

負
っ
て
い
く
時
代
が
来
る
だ

ろ
う
と
感
じ
た
。

春に引き続き、知的財産権制度活用優良企業等に選ばれた 11 社の内、大阪工業大学にご協力いただき、
知財の取り組みについてお伺いした。


